
9
月
9
日
は
そ
の
数
字
に
ち
な

ん
で
「
救
急
の
日
」
と
い
う
こ
と

を
み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
こ
数
年
、
救
急
に
対
す
る
技

術
や
意
識
が
大
幅
に
進
歩
し
、
平

成
16
年
7
月
に
は
、
医
療
資
格
を

持
た
な
い
一
般
の
方
々
が
除
細
動

（
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
駅
や
公

共
施
設
な
ど
へ
の
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置
台
数

も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
い
て
も
、
こ
の
8
月

1
日
か
ら
中
学
校
に
設
置
さ
れ
、

来
年
に
は
小
学
校
に
も
設
置
を
予

定
す
る
な
ど
認
知
度
も
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

心
筋
梗
塞

こ
う
そ
く

な
ど
で
突
然
倒
れ
た

場
合
、
心
臓
の
リ
ズ
ム
は
心
室
細

動
と
呼
ば
れ
る
致
死
的
な
不
整
脈

の
こ
と
が
多
く
、
除
細
動
を
実
施

す
る
ま
で
の
時
間
が
１
分
遅
れ
る

ご
と
に
、
生
存
退
院
率
が
7
〜

10
％
も
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
、

一
刻
も
早
い
A
E
D
の
活
用
が
求

め
ら
れ
ま
す
。（
図
参
照
）

そ
こ
で
今
回
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
心
肺

蘇
生
法
の
改
正
と
A
E
D
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

※
心
室
細
動
…
心
臓
の
筋
肉
が
不
規

則
的
で
プ
ル
プ
ル
と
震
え
て
お
り
、

心
臓
が
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果
た
さ
ず

に
、
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

※
生
存
退
院
率
…
院
外
心
肺
停
止
例

の
う
ち
、
病
院
か
ら
生
存
、
退
院
で

き
た
症
例
の
割
合
を
い
い
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
国
際
的

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
2
0
0
5
年

11
月
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
5
年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
で
も
こ
れ
に
基
づ
き
2
0

0
6
年
6
月
、「
日
本
版
救
急
蘇

生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り

で
す
。

危
険
物
取
扱
者
免
状
と
消
防
設

備
士
免
状
に
は
っ
て
あ
る
写
真

は
、
10
年
に
1
回
は
り
替
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
お
持

ち
の
免
状
の
期
限
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

な
お
、
書
換
え
手
続
き
が
必
要

な
場
合
は
、
申
請
書
を
消
防
本
部

（
署
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
�
７
２
２
│
８
１

１
１

試
験
日

10
月
28
日
�

種
類

全
種
類

試
験
会
場

東
京
国
際
大
学
（
川

越
市
）

受
付
期
間

9
月
20
日
�
〜
10
月

1
日
�

受
付
方
法

右
記
期
間
中
に
、
�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県

支
部
へ
願
書
を
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送

※
受
験
案
内
、
願
書
は
消
防
本
部

に
て
配
布
し
ま
す
。

期
日
　
10
月
18
日
�
・
19
日
�

12

〜
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
重
視
〜

心
肺
蘇
生
法
の
改
正

（変更前）� （変更後）�

人工呼吸１回２秒� 人工呼吸１回１秒�

循環のサインを見る� 循環のサインは見ない�

心臓マッサージの位置確認� 心臓マッサージの位置は目視にて�

心臓マッサージ１５回� 心臓マッサージ３０回�

１５：２の割合で�
心肺蘇生法を４サイクル実施�

３０：２の割合で�
心肺蘇生法を５サイクル実施�

除細動は連続３回�
（適応な場合）�

除細動は１回�
（即心臓マッサージ）�

心肺蘇生法の効果確認は�
１分後�

心肺蘇生法の効果確認はなし�
（ＡＥＤのメッセージに従う）�

１　胸の真ん中を押す（乳頭と乳頭を結ぶ真ん中）�
２　強く押す（胸が４～５㎝程度沈み込む力）�
３　速く押す（１分間に１００回のリズム）�
４　絶え間なく（３０回連続に）�
５　胸の圧迫をしっかり戻す�

２００５の�
ポイント�
２００５の�
ポイント�

心肺蘇生法 （成人）（ガイドライン２０００から２００５へ）

町
消
防
本
部
か
ら

お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
皆
様
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

問

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 時間（分）�

生
存
退
院
率�

（％）�

100�

90�

80�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10

生存退院率が１分ごとに�
７～10％以下�

〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
正
し
く

正
し
く�

　
　
　
理
解
し

　
　
　
理
解
し
よ
う
〜�
〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
正
し
く�

　
　
　
理
解
し
よ
う
〜�

2007-09-575広報伊奈  07.8.24  11:27 AM  ページ12



種
類

乙
種
4
類

場
所

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間

9
月
18
日
�
〜
10
月

5
日
�

・
　
　
消
防
本
部
�
７
２
２
│

８
１
１
１

【
新
築
住
宅
】

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
設
置

【
既
存
住
宅
】

平
成
20
年
6
月
1
日
ま
で
に
設

置住
宅
火
災
か
ら
尊
い
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
！

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
早
め
に
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

設
置
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
�
７
２
２
│
８
１
１
１

13

写真からは、手順が複雑そうにみえますが、AEDにはガイダンス機能
がついていますので、説明に従えばだれでも扱うことが可能です。
身近な命を救うために、ぜひ、みなさんもAEDの知識を活用していた

だければと思います。

火
事
を
知
ら
せ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た

問

心肺蘇生法（成人：８歳以上）と�
AED使用方法�

①周囲の安全確認と感
染予防
「安全確認、周囲の確認
よし。」

②意識の確認
「わかりますか、わかり
ますか・・・」

③１１９番とAEDを依
頼
「だれか来てください。
意識がない人が倒れて
います。１１９番通報
とAEDを持ってきてく
ださい。」

④気道確保・呼吸の確
認
「気道確保」頭部後屈顎
先挙上法「呼吸の確認
見て･聞いて･感じて･
４･５･６」「呼吸なし」

⑤人工呼吸２回吹き込
む
（１回１秒）胸が軽く上
がる程度
※人工呼吸が不可能な
場合は省略できる。

⑥胸骨圧迫開始
「１･２･３･４･５･･･30」
乳頭と乳頭を結んだ中
心を１分間に100回の速
さで４～５㎝沈み込む
強さで圧迫する。※胸
骨圧迫をしっかり戻す。

⑦人工呼吸２回吹き込
む
（１回１秒）胸が軽く上
がる程度

⑧心肺蘇生法継続
胸骨圧迫30回と人工呼
吸２回を継続して実施
する。

⑨AED到着
「あなたＡＥＤ使えます
か？」「私が押している
ように胸を押してくだ
さい」※心肺蘇生法は
極力継続する

⑩AED基本操作
電源ON・パットをはる
（コネクターを差し込む）
【パットをはる時の注意点】
・体がぬれている場合は
十分にふく
・貼付薬がはってある場
合ははがす
・ペースメーカーがある
場合は約３㎝離しパッ
トをはる
・胸毛が濃い場合はそる
かパットをはがして除
去し新しいパットをは
る

⑪自動解析
音声ガイダンスあり、
患者に触れないよう支
持する。
「解析します。離れてく
ださい。」
※心肺蘇生法中断

⑫ショックボタンを押す
音声ガイダンスあり、
「ショックをかけます。
離れてください。」※患
者にだれも触れていない
ことを確認しながらショ
ックボタンを押す。

⑬心肺蘇生法を再開
ショック後、速やかに
胸骨圧迫を開始し、心
肺蘇生法を継続する。
（30：２）

《胸骨圧迫実施者の交代》
有効な胸骨圧迫を継続するに
は５サイクル（約２分）ごとに
胸骨圧迫実施者を交代する。
この時の蘇生法の中断時間は、
５秒以内とする。

《２回目以降のAED自動解析》
初回の自動解析から２分ごと
にAEDが自動解析を実施する。
自動解析が開始されたらAED
の指示に従って蘇生法を中断、
ショックまたは解析後ただち
に蘇生法を再開する。

《心肺蘇生法》
患者が嫌がる動きをするか、
救急隊に引き継ぐまで蘇生法
を実施する。

★回復体位
意識はないが、呼吸がしっかりして
いる患者にとる体位。体を横向きに
することで嘔吐による窒息を防止す
ることができる。

申

ＡＥＤ本体
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